
 

認知症高齢者グループホームにおける過去の火災について 

 

 

 

出火 

年月日 
出火場所 事業所名 死者数 負傷者数 延べ床面積 

Ｈ18.1.8 長崎県大村市 
グループホーム 

やすらぎの里さくら館 
７ ３ 279.1 ㎡ 

Ｈ22.3.13 北海道札幌市 
グループホーム 

みらいとんでん 
７ ２ 248.43 ㎡ 
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長崎県大村市認知症高齢者グループホーム火災の概要 
○防火対象物概要 
住    所：長崎県大村市陰平町２２４５－１番地 
建物名称：グループホーム「やすらぎの里」（消防法施行令別表第一(6)項ロ） 
敷地面積：２７９８．８㎡ 
建築面積：３０４．２㎡ 
延べ面積：２７９．１㎡ 
建物構造：ＲＣ造一部木造平屋建て 
消防用設備等：消火器、誘導灯 
 
収容人員：収容人員１８名 
      （入居者９名、従業者９名 
（火災当時の基準で防火管理の義務なし）） 
火災時の在館人員 入居者９名 
         施設職員１名 

○火災概要 
覚知時刻：平成１８年１月８日０２時３２分 
鎮圧時刻：    〃    ０４時０５分 
鎮火時刻：    〃    ０５時０５分 
 
焼損面積：２７９．１㎡（建物１棟全焼） 
 
死傷者等：死者 ７人 負傷者 ３人 
 
消防本部等の対応：消防本部 ４隊 １３台 ４３名、消防団 １０台 １３７名 



○火災の状況 
（１） 出火箇所 
 施設内北側の共用室居間ソファ付近 
 
（２）出火原因 
 ライターによる着火について可能性が高いと推察される。 
 
（３）発見状況 
 仮眠中の女性職員が「パチパチ」という音に気づき、共用室に行
くとソファなどが燃えており、炎は天井まで届き少し横へ広がって
いた。 
 
（４）初期消火状況 
 １名の施設職員が、ＡＢＣ粉末消火器で初期消火を試みたが、
消火できずに断念した。 
 
（５）通報状況 
 職員が助けを求めに施設外へ走り出て、県道を通行の１台目の
車は通過したが、２台目のトラックが止まり、その運転手から渡し
てもらった携帯電話で通報した（１１０番）。 
 
（６）避難・救出状況 
 避難誘導は、特に行われていない。 
 職員及び駆けつけた警察官が、施設東側の居室番号３及び４並
びに西側の居室番号８及び９（いずれも施設の南部分）から、それ
ぞれ１名ずつ計４人を救出した。 
 
（７）延焼拡大状況 
 共用室居間から立ち上がった炎は、共用室の天井及び小屋裏
へ延焼し、その後、時間を置かず共用室に面する各居室へ延焼
拡大し、更に、東側及び西側の通路から、南側方向へ延焼して
いったと考えられる。 

施設の状況 
（平成１７年度「認知症高齢者グループホーム等
における防火安全対策検討会報告書」より引用） 



北海道札幌市認知症高齢者グループホーム火災の概要 
○防火対象物概要 
住所：北海道札幌市北区屯田４条２丁目６番４号 
建物名称：グループホームみらいとんでん（消防法施行令別表第一（６）項ロ） 
構  造：木造 
階  数：地上２階 

延べ面積 ： 248.43㎡ 
消防用設備等：消火器具、誘導灯 
 
 
 
 

○防火管理の状況 
防火管理者：選任済み 
消  防 計 画 ： 未届 

○火災概要 
覚知時刻：平成２２年３月１３日２時２５分 
鎮圧時刻：     〃    ４時０４分 
鎮火時刻：     〃    ６時０３分 
  
焼損程度：出火建物 全焼、防火造２階建て延べ２４８㎡のうち 焼損床面積２２７ ㎡ 

     延焼建物 部分焼１棟（西隣一般住宅）焼損表面積約２４㎡ 
死傷者等：  死者７人（男性３人、女性４人、すべて入所者）※１階で５人、２階で２人発見 
     負傷者２人（重症女性１人（従業員）、軽症１人（入所者）） 
 

※ 自動火災報知設備、消防機関へ通報する火災報
知設備については、平成１９年の消防法施行令の
改正（平成２１年４月施行）に伴う経過措置期間中
であった。 



●：死者 
○：救出者 
図は利用者のみを示している。 

○火災の状況 
（１）出火箇所 
 １階食堂の北西側 
 

（２）出火原因 
 半密閉式石油ストーブの天板上に綿製品が
接触したことにより着火したもの。 
 

（３）発見状況 
 施設職員が夜間勤務中に１階食堂のストー
ブから炎が上がっているのを発見した。 
 

（４）初期消火状況 
 同施設職員が、ＡＢＣ粉末消火器で初期消
火を試みたが、消火できずに断念した。 
 

（５）通報状況 
 同施設職員が、屋外へ避難した後、所持して
いた携帯電話で１１９番通報した。 
 

（６）避難・救出状況 
 消防隊が、１階の洋室１入居の女性、洋室２
入居の女性、洋室３入居の男性、洋室４入居
の女性を救出したが、生存者は洋室４の女性
のみで、他はいずれも現場において医師によ
り死亡判定されている。 
 

（７）延焼拡大状況 
 ストーブ天板上から立ち上がった炎は、背面
の壁体、上の張出し天井、さらに焼けた布類
が同ストーブ背面に落下して、灯油配管（ゴム
ホース）に燃え移り、周囲の可燃物及び各室
へ燃え広がった。 
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